


●らくだのオードブル

「らくだ」に乗り、この旅行社が経営するホテルに着きま
した。今晩はここで懇親の招宴があると聞き、強い酒の「カ
ンペイ(乾杯)」が続くのは困るなと心配をしたものです。

「カンペイ」はささやかでした。オードブルが珍しかった
ので聞くと「らくだの手のひら」だといいます。薄切りにし
てあり、白くて柔らかそうで、風味は独特で酒に会います。

誰かが「らくだの手のひら」でなく「らくだの足の裏」だ
ろうと混ぜ返していましたが、四つ足の動物に手も足もあり
ません。日本では見たことがないだけに興味が湧きました。

しばしば、新しいネタ探しに、近所のスーパーマーケット
の中を歩き回ります。そこで新しい課題を見つければ、それ
が考える糸口になるわけです。

ある時、魚のコーナーで切り落とされたブリの頭がきちん
と包装されているのを見つけました。不思議なことに、数日
後に行った時も、その後も売れ残っていました。

母の両親は金沢の出身なので、ブリは大好物でした。私に
はこれが水炊用だとすぐにわかりましたが、一人住まいの現
在は大きすぎるので、諦めています。(写真３)

子どもの頃、母のお供をして魚屋に寄ったとき、別の客の
依頼でブリを三枚に下ろし、頭と背骨はまな板の上に残した
まま、客は支払いを済ませて出て行きました。

母は魚屋に頼みました。「猫の餌に、それ譲って・・」と
言い、買いました。「生きのいいブリだから、水炊きにしま
しょうね」と言われて水炊きを覚えたのです。

知らない人には、らくだの手のひらの価値は分かりませ
ん。同様に水炊きを知りません。つね日頃、口にしておけば
災害時に助かることもあるのではないでしょうか。
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(写真３) スーパーマケットに並んだブリのあら
「並べられてからしばらくは、買い手がつかなかった

執筆者撮影」
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